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今 月 の 表 紙
【町内小中高校入学式】
　新年度が始まり、町内小中高校では入学式が行わ
れました。朝日小学校の入学式では、齋藤校長が新
入生に「入学おめでとうございます。学校生活では、
様々なことに挑戦してください」とお祝いの言葉を
贈りました。� （関連記事：P2～3）

≪特集≫
町内小中高校　入学式　…………２～３
≪News＆flash≫�………………４～７
≪町の話題≫� ………………８～９



ご入学おめでとうございます

只見
小学校

朝日
小学校

新入児童	 7人
全校児童	38人

新入児童	 5人
全校児童	42人

　今年度も小・中・高等学校で入学式が行われ、町内
全体で８２人の児童・生徒が新たに学校生活をスター
トさせました。
　新生活に不安も多いかと思いますが、各学校で過ご
す時間は、入学生の皆さんにとってかけがえのない財
産になることでしょう。
★今年度入学された各学校の皆さんを写真で紹介します。
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只見
中学校

只見
高校

明和
小学校

新入生	 25人
全校生	 87人

新入生	 36人
（うち山村留学生6名）

全校生	 91人

新入児童	 9人
全校児童	47人
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鳥
獣
被
害
軽
減
の
た
め
に

今
年
度
の
重
点
事
業
を
報
告

森
林
資
源
の
活
用
を
考
え
る

只
見
町
民
の
生
活
を
守
る

鳥
獣
被
害
対
策
実
施
隊
・

有
害
狩
猟
鳥
獣
捕
獲
隊
編
成
式

「
令
和
４
年
度
町
政
報
告
会
」開
催

「
雪
上
間
伐
運
搬
体
験
」開
催

只
見
町
消
防
団
辞
令
交
付
式

▲隊員を代表して辞令書をうけとる深津隊長

▲間伐したブナを雪上で運び出す
　“春木山”を体験した参加者

▲目黒団長、梁取副団長、五十嵐副団長は２期目、
　三瓶副団長は４期目になります

▲例年、町の事業にご理解、ご協力をいただき
　ありがとうございます

　

只
見
町
鳥
獣
被
害
対
策
実
施
隊
と
只
見

町
有
害
狩
猟
鳥
獣
捕
獲
隊
の
編
成
式
が
、

４
月
４
日
に
朝
日
振
興
セ
ン
タ
ー
で
行
わ

れ
ま
し
た
。

　

今
年
度
は
、
只
見
地
区
14
人
、
朝
日
地

区
９
人
、
明
和
地
区
16
人
の
計
39
人
が
実

施
隊
・
捕
獲
隊
と
し
て
活
動
し
ま
す
。

　

渡
部
町
長
は
「
皆
さ
ま
が
い
な
け
れ

ば
、
只
見
町
の
生
活
が
危
ぶ
ま
れ
ま
す
。

お
仕
事
を
さ
れ
な
が
ら
活
動
し
て
い
る
方

も
い
て
大
変
だ
と
思
い
ま
す
が
、
町
民
の

生
活
を
守
る
た
め
に
お
力
添
え
を
お
願
い

し
ま
す
」
と
話
し
ま
し
た
。

　

町
か
ら
各
区
長
に
当
年
度
の
重
点
事
業

の
説
明
や
事
業
へ
の
協
力
を
依
頼
す
る
場

と
し
て
開
催
し
て
い
る
「
町
政
報
告
会
」

を
、
４
月
22
日
に
開
き
ま
し
た
。

　

報
告
会
で
は
、「
Ｊ
Ｒ
只
見
線
全
線
再

開
通
事
業
に
つ
い
て
」
や
「
有
害
鳥
獣
対

策
に
つ
い
て
」、「
た
だ
み
モ
ノ
と
く
ら
し

の
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
開
館
・
運
営
に
つ
い
て
」

な
ど
18
項
目
に
つ
い
て
、
担
当
課
か
ら
報

告
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
各
区
長
か
ら
事
業
に
対
す
る

質
問
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
、
活
発
な
意
見
交

換
の
場
と
な
り
ま
し
た
。

　

深
沢
区
の
協
力
の
も
と
、
只
見
町
ブ
ナ

セ
ン
タ
ー
に
よ
り
「
雪
上
間
伐
運
搬
体
験
」

が
４
月
１５
日
か
ら
１６
日
に
開
催
さ
れ
ま
し

た
。

　

こ
の
体
験
で
は
、
か
つ
て
薪
炭
林
と
し

て
利
用
さ
れ
て
い
た
ブ
ナ
な
ど
の
広
葉
樹

林
の
間
伐
を
実
施
す
る
こ
と
で
、
用
材
や

薪
材
と
し
て
利
活
用
す
る
た
め
の
木
の
成

長
を
促
し
、
地
域
の
振
興
に
寄
与
す
る
こ

と
を
目
的
と
し
て
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

　

参
加
者
は
間
伐
材
を
雪
上
で
滑
ら
せ
た

り
、
引
っ
張
り
運
ぶ
体
験
を
行
い
ま
し

た
。
今
回
運
び
出
さ
れ
た
間
伐
材
は
、
用

材
や
薪
材
と
し
て
利
用
さ
れ
る
予
定
で
す
。

　

渡
部
町
長
は
「
今
回
の
体
験
を
き
っ
か

け
に
放
置
さ
れ
て
き
た
町
内
の
森
林
資
源

を
持
続
可
能
な
形
で
利
活
用
す
る
中
で
地

域
の
活
性
化
に
つ
な
げ
た
い
」
と
期
待
を

込
め
ま
し
た
。

　

只
見
町
消
防
団
辞
令
交
付
式
が
４
月
１

日
に
行
わ
れ
、
目
黒
邦
友
団
長
、
三
瓶
一

也
副
団
長
、
梁
取
克
昌
副
団
長
、
五
十
嵐

敦
彦
副
団
長
の
４
人
に
辞
令
が
交
付
さ
れ

ま
し
た
。

　

渡
部
町
長
は
「
消
防
団
の
取
組
み
に
感

謝
し
て
い
ま
す
。
町
民
の
皆
さ
ん
が
健
や

か
な
日
常
を
送
れ
る
よ
う
に
よ
ろ
し
く
お

願
い
し
ま
す
」
と
あ
い
さ
つ
を
し
ま
し
た
。

目
黒
団
長
は
、「
周
り
か
ら
見
て
も
優
秀

と
思
わ
れ
る
消
防
団
を
目
指
し
て
い
き
た

い
。
よ
り
良
い
消
防
団
に
な
る
よ
う
努
め

ま
す
」
と
意
気
込
み
を
話
し
ま
し
た
。
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NEWS&FLASH

秋
の
只
見
線
全
線
再
開
通
を

盛
り
上
げ
る

「
只
見
駅
前
賑
わ
い
創
出
事
業
」

�

進
捗
報
告

　

今
秋
の
Ｊ
Ｒ
只
見
線
全
線
再
開
通
に
む

け
只
見
駅
前
広
場
の
整
備
を
進
め
て
い
る

「
只
見
駅
前
賑
わ
い
創
出
事
業
」
の
施
設

運
営
者
（
サ
ー
ビ
ス
提
供
者
）
が
決
定
し

ま
し
た
。

　

現
在
只
見
駅
前
で
は
、
賑
わ
い
創
出
エ

リ
ア
の
利
活
用
の
た
め
に
、
融
雪
撤
去
な

ど
の
駐
車
場
整
備
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

そ
の
後
は
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
場
と
し

て
ユ
ニ
ッ
ト
ハ
ウ
ス
等
の
整
備
が
予
定
さ

れ
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
詳
細
に
つ
き
ま
し
て
は
、
観
光

商
工
課
（
☎
82
－
５
２
４
０
）
に
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

只見中　中学生記者が書く　ＳＤＧｓコラム

� 文：佐藤　優妃（３年生　前SDGｓ委員長）

　『PET Free Monday（ペットフリーマンデー）』
の内容は以下の通りです。

・毎週月曜日は、ペットボトル飲料を飲みません。
合い言葉は「ペット飲料 飲まんデー」

・月曜日に部活動の大会があってペットボトルを利
用した週は、自分でその週の中でペットボトルを
休む曜日を設定します。

・この活動を町内の小学校、高校にも広めます。
・家族等でどうしても賛同いただけない方を、責め

てはいけません。
・ペットボトル入りの醤油や、ドレッシング等はこ

れに含まれません。

第４回
『P

ペット

ET F
フリー

ree M
マンデー

onday』
� の取組（後編）

　完全に禁止にすると私自身も困るし、飲料の販売店にも迷惑がかかってしまうのでそこは考慮
しつつ、活動をじわじわ広げようというものです。まずは只見中からですが、いずれ世界中に広
げられることができれば素敵だと思います。月曜日の取組みを忘れないためにも「ペット飲料 
飲まんデー」という合い言葉も設けました。これは地域の方からヒントを頂きました。クスッと
笑いながら取り組めそうですね。
　現在は『ペットフリーマンデー』を実行してもらうために、金曜日と月曜日に校内放送を通じ
て、呼びかけています。学校ではペットボトル飲料をほとんど利用しませんが、問題は家に帰っ
てからです。私もそうですが、自宅に帰ると忘れてしまったり家族がその取組みを忘れてしまう
ことがあります。そのため、ペットボトルを冷やしている冷蔵庫に月曜日は『ペットフリーマン
デー』の表示ができる方法を考えています。そうすれば、『ペットフリーマンデー』が多くの人に
取り組んでもらえるのではないかと思っています。
　ぜひ町内の皆さんも、『ペットフリーマンデー』を一緒に取り組んでみませんか？合い言葉は

「ペット飲料 飲まんデー」

運営事業者（サービス提供者）
株式会社 会津ただみ振興公社
・総合案内機能
・物販サービス
・飲食サービス
味付マトンケバブカフェ
� （有限会社 セイワ電子）
・飲食サービス
合同会社 ねっか
・どぶろく、甘酒の製造
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　「自然首都・只見」学術調査研究助成金事業は、ユネスコエコパークに登録された只見町の自然環
境・生物多様性や民俗・歴史の調査研究に取り組む研究者等に町が助成を行い、それらの科学的評価
を行うとともに、只見町の新たな価値の発見、各研究機関との交流の推進、研究成果の活用を図るこ
とを目的とした事業です。
　今年度は３件の調査研究が本事業の助成を受け実施され、各研究者からの研究成果報告が２月５日
から３月31日の期間にてオンライン形式（成果発表動画のインターネットでの配信および、ただみ・
ブナと川のミュージアムでの放映）で行われました。各調査研究の概要を下記にご紹介します。

令和3年度「自然首都・只見」
学術調査研究成果発表会

　

ゼ
ン
マ
イ
は
日
本
海
側
の
豪
雪
地
帯

で
多
く
採
集
さ
れ
て
い
る
山
菜
で
、
地

域
の
文
化
や
経
済
に
お
け
る
重
要
な
生

態
系
サ
ー
ビ
ス
で
あ
る
。
し
か
し
、
過

疎
化
な
ど
で
利
用
が
減
少
し
て
お
り
、

生
育
地
の
情
報
等
が
失
わ
れ
つ
つ
あ
る
。

本
研
究
は
ゼ
ン
マ
イ
生
育
地
の
把
握
や

保
全
・
管
理
の
た
め
の
指
標
と
し
て
生

態
学
的
な
知
見
を
提
供
し
、
持
続
可
能

な
資
源
利
用
に
貢
献
す
る
こ
と
を
目
的

と
し
た
。
叶
津
川
上
流
域
の
木
ノ
根
沢

集
水
域
に
お
い
て
、
ド
ロ
ー
ン
を
用
い

た
空
撮
に
よ
っ
て
急
傾
斜
地
も
含
め
た

ゼ
ン
マ
イ
の
分
布
を
明
ら
か
に
し
た
。

ま
た
、
ゼ
ン
マ
イ
の
成
長
段
階
ご
と
の

生
育
環
境
を
調
べ
、
そ
の
分
布
が
形
成

さ
れ
る
メ
カ
ニ
ズ
ム
を
調
べ
た
。

　

分
布
調
査
の
結
果
か
ら
、
北
東
向
急

斜
面
の
上
部
の
局
所
的
な
湿
潤
地
を
中

心
に
ゼ
ン
マ
イ
が
生
育
し
て
い
る
こ
と

が
示
唆
さ
れ
た
。
成
長
段
階
ご
と
の
生

育
環
境
調
査
の
結
果
か
ら
は
、
実
生
は
、

暗
く
、
コ
ケ
類
が
覆
い
、
葉
や
枝
の
堆

積
が
少
な
い
場
所
に
集
中
す
る
傾
向
が

あ
っ
た
。
実
生
の
定
着
に
は
乾
燥
を
回

避
で
き
る
環
境
が
重
要
だ
と
言
え
る
。

成
熟
個
体
の
分
布
は
、
実
生
よ
り
も
明

る
く
、
土
壌
が
厚
い
場
所
に
シ
フ
ト
し

て
い
た
。
一
方
で
、
成
熟
個
体
の
中
で

も
相
対
的
に
暗
い
場
所
で
大
型
化
す
る

傾
向
が
あ
っ
た
。

　

今
回
の
調
査
で
明
ら
か
に
な
っ
た
ゼ

ン
マ
イ
の
成
長
史
段
階
に
よ
る
生
育
環

境
の
違
い
は
成
長
の
過
程
で
生
存
や
成

長
に
及
ぼ
す
環
境
要
因
が
変
化
す
る
こ

と
を
示
唆
し
て
い
る
。
今
後
は
こ
れ
ら

の
関
係
を
よ
り
詳
細
に
調
べ
る
と
と
も

に
、
個
体
群
動
態
の
解
析
を
行
い
、
個

体
群
の
維
持
に
必
要
な
情
報
を
明
ら
か

に
し
て
い
き
た
い
。

只
見
町
木
ノ
根
沢
集
水
域
に
お
け
る

　
　
　
　
　
ゼ
ン
マ
イ
個
体
群
の
分
布

�

～
生
活
史
段
階
に
着
目
し
て

武
藤
実
緒
（
横
浜
国
立
大
学
大
学
院
環
境
情
報
学
府
）

近
藤
博
史
、
酒
井
暁
子
（
横
浜
国
立
大
学
大
学
院
環
境
情
報
研
究
院
）

▲ゼンマイ調査の様子 ▲古民家調査の様子 ▲調査の結果得られた生態系マップ
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只
見
ユ
ネ
ス
コ
エ
コ
パ
ー
ク

　
　
　
お
よ
び
周
辺
域
に
お
け
る

　
　
　
　
　
　
　
生
態
系
マ
ッ
プ
作
成

平
山
英
毅
、
原
慶
太
郎
（
東
京
情
報
大
学
総
合
情
報
学
部
）

　

今
年
度
の
研
究
の
目
的
は
、
只
見
ユ

ネ
ス
コ
エ
コ
パ
ー
ク
と
そ
の
周
辺
域
を

対
象
と
し
た
生
態
系
の
持
続
的
な
維
持

管
理
に
向
け
た
生
態
系
マ
ッ
プ
を
作
成

す
る
こ
と
で
あ
る
。
昨
年
度
試
行
的
に

作
成
し
た
現
況
植
生
図
の
改
良
を
進
め

る
と
共
に
、
優
占
種
（
属
）
レ
ベ
ル
（
ブ

ナ
属
、
マ
ツ
属
な
ど
）
の
植
生
図
か
ら

分
類
タ
イ
プ
を
統
合
し
た
相
観
レ
ベ
ル

（
落
葉
広
葉
樹
林
、
常
緑
針
葉
樹
林
な

ど
）
の
植
生
図
の
作
成
を
試
み
た
。
只

見
ユ
ネ
ス
コ
エ
コ
パ
ー
ク
と
そ
の
周
辺

域
を
対
象
と
し
、
以
下
の
手
順
で
植
生

図
の
作
成
を
進
め
た
。
ま
ず
、
地
球
観

測
衛
星
に
よ
っ
て
取
得
さ
れ
た
衛
星
画

像
を
収
集
・
整
備
し
た
。
次
に
、
現
地

調
査
お
よ
び
空
中
写
真
を
用
い
、
ど
こ

に
何
の
植
生
が
存
在
し
て
い
る
か
と
い

っ
た
必
要
な
情
報
を
整
備
し
た
。
最
後

に
、
Ａ
Ｉ
の
一
つ
で
あ
る
機
械
学
習
技

術
を
用
い
て
植
生
図
を
作
成
し
た
。

　

衛
星
リ
モ
ー
ト
セ
ン
シ
ン
グ
と
Ａ
Ｉ

只
見
町
の
古
民
家
は

　
　
何
の
木
で
作
ら
れ
て
い
る
の
か
？

～
2015
年
か
ら
2021
年
の
調
査
の
ま
と
め
と
今
後
の
展
望

阿
部
伶
奈
（
信
州
大
学
大
学
院
理
工
学
研
究
科
）

岡
本
誠
矢
（
信
州
大
学
工
学
部
建
築
学
科
）

土
本
俊
和
（
信
州
大
学
工
学
部
）、
井
田
秀
行
（
信
州
大
学
教
育
学
部
）

　

古
民
家
お
よ
び
そ
の
生
活
様
式
に
は
、

地
域
の
自
然
資
源
を
合
理
的
か
つ
持
続

的
に
利
用
す
る
た
め
の
生
態
学
的
な
知

識
が
豊
か
に
含
ま
れ
て
い
る
。
そ
の
よ

う
な
地
域
固
有
の
伝
統
的
な
知
識
体
系

（
伝
統
知
）を
理
解
し
、
応
用
す
る
こ
と

は
、
今
後
の
持
続
可
能
な
社
会
の
発
展

を
支
え
る
上
で
不
可
欠
で
あ
る
。
本
研

究
で
は
、
平
成
27
年
か
ら
行
っ
て
き
た

只
見
町
で
の
古
民
家
調
査
の
結
果
と
今

年
度
の
追
加
調
査
の
結
果
を
総
括
す
る
。

7
年
間
の
調
査
で
実
測
調
査
を
計
12
棟

の
古
民
家
で
行
い
、
う
ち
11
棟
で
部
材

の
樹
種
判
定
を
実
施
し
た
。
ま
た
、
古

民
家
の
解
体
後
の
古
材
利
用
の
現
状
に

つ
い
て
把
握
す
る
た
め
、
只
見
町
の
古

民
家
の
解
体
に
関
わ
っ
た
複
数
の
工
務

店
に
聞
き
取
り
調
査
を
行
っ
た
。

　

古
民
家
の
樹
種
構
成
は
概
し
て
只
見

町
の
現
存
植
生
に
類
似
し
て
い
た
。
材

積
量
の
多
い
ス
ギ
・
キ
タ
ゴ
ヨ
ウ
・
ブ

ナ
に
関
し
て
使
用
部
材
別
に
着
目
す
る

と
、
各
樹
種
で
特
徴
的
な
使
用
が
み
ら

れ
た
た
め
、
樹
種
の
特
性
を
捉
え
た
適

材
適
所
の
樹
種
選
択
が
な
さ
れ
て
い
た

こ
と
が
推
察
さ
れ
た
。
一
方
、
古
材
の

需
要
の
低
迷
や
古
材
を
扱
え
る
技
術
者

の
不
足
に
よ
り
、
古
民
家
解
体
後
に
古

材
が
建
材
と
し
て
再
利
用
さ
れ
て
い
る

と
は
言
い
難
い
現
状
が
あ
っ
た
。

　

古
民
家
の
放
棄
や
解
体
が
進
む
中
、

古
民
家
や
古
材
の
価
値
を
見
直
し
、
そ

の
利
活
用
の
促
進
を
図
る
た
め
に
は
、

解
体
に
か
か
る
時
間
や
費
用
を
理
解
し

た
上
で
保
存
・
再
利
用
し
よ
う
と
い
う

所
有
者
の
意
志
が
不
可
欠
で
あ
る
。
ま

た
、解
体
・
古
材
選
別
に
関
わ
る
技
術
者

の
育
成
も
重
要
で
あ
る
。
か
つ
て
の
只

見
町
で
は
樹
種
の
特
徴
を
捉
え
た
地
域

材
の
有
効
活
用
が
あ
っ
た
こ
と
が
本
研

究
に
よ
っ
て
明
ら
か
と
な
っ
た
。こ
う
し

た
調
査
結
果
を
地
域
住
民
に
も
広
く
伝

え
、
古
民
家
や
古
材
利
用
の
価
値
向
上

に
役
立
て
る
こ
と
が
次
の
課
題
で
あ
る
。

を
用
い
て
作
成
し
た
現
況
植
生
図
は
、

検
証
の
結
果
、
現
在
の
植
生
分
布
を
的

確
に
表
現
で
き
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か

と
な
っ
た
。
こ
の
要
因
と
し
て
は
、
衛

星
デ
ー
タ
の
整
備
方
法
や
機
械
学
習
を

用
い
た
解
析
手
法
が
適
切
で
あ
っ
た
こ

と
、
真
値
の
整
備
を
正
確
に
実
施
で
き

た
こ
と
が
考
え
ら
れ
た
。
ま
た
、
群
落

タ
イ
プ
ご
と
の
垂
直
分
布
や
傾
斜
角
度

と
の
関
係
か
ら
も
、
現
況
植
生
図
が
只

見
ユ
ネ
ス
コ
エ
コ
パ
ー
ク
の
植
生
分
布

を
的
確
に
表
現
で
き
て
い
る
と
考
え
ら

れ
た
。

　

只
見
ユ
ネ
ス
コ
エ
コ
パ
ー
ク
と
そ
の

周
辺
域
を
対
象
に
、
衛
星
リ
モ
ー
ト
セ

ン
シ
ン
グ
と
Ａ
Ｉ
の
一
つ
で
あ
る
機
械

学
習
技
術
に
よ
る
現
況
植
生
図
を
作
成

す
る
こ
と
が
で
き
た
。
今
後
、
現
地
検

証
を
行
い
植
生
図
の
正
確
さ
が
担
保
さ

れ
る
こ
と
で
、
自
然
環
境
の
維
持
・
管

理
に
貢
献
す
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
が

期
待
さ
れ
る
。
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ご意見ご要望もお気軽にお寄せください。　　総務課　☎ 82－5210　Fax 82－2117

雪上でスポーツを楽しむ
「TADAMIスノースポーツフェスティバル2022」開催

100歳おめでとうございます
皆川哲夫さんに「知事賀寿」贈呈

自分の身を守るため
「交通安全教室」開催

　只見町の豪雪を利活用する「ＴＡＤＡＭＩスノー
スポーツフェスティバル２０２２」が、３月２７
日に亀岡サンドバレーコート特設会場で開催され、
雪上バレーボールや雪上フットサルなどが行われ
ました。
　当日は、町内外の子どもから大人まで約１５０
人が参加しました。また、宮城県蔵王町でも冬の
スポーツとして雪上バレーボールを広める計画を
しており、蔵王町スポーツ振興課の方が視察のた
め会場を訪れました。
　参加された皆さんは、「雪の上での競技は、動
くのが難しいですが、普段と一味違って楽しかっ
たです」と話しました。

　３月２６日に満１００歳を迎えられた皆川哲夫さん（只見）の知事
賀寿の伝達が皆川さんのご自宅で行われ、福島県知事賀寿状や会津塗
りの木杯などが贈られました。
　皆川さんは「長寿の秘訣は、暴飲暴食をせず規則正しい生活をする
ことや体に優しい自然食品を食べること。何事も無理せずに穏やかに
過ごすことにしている」と話しました。
　これからも長生きしてくださいね。

　南会津警察署は、只見グランドゴルフ愛好
会の方を対象とした「交通安全教室」を４月
13日に開催しました。
　初めに交通安全に関する講話が行われ、「夜
間に外出する際は明るい色の帽子や反射材を
身につけること」など事故を防止するために
必要なことを再確認しました。
　講話後、歩行者シミュレーターを使い、道
路横断の際に注意することを様々な場面（時
間帯別や道路状況別）で体験しました。
　参加者の方は「道路横断の際は、両側から
車が来ないことをしっかりと確認し、安全が
確認できてから渡るよう心掛けたい」と話し
ました。

▲雪上バレーボールは町外チームも参加しました

▲満１００歳、おめでとうございます

▲歩行者シミュレーターで安全確認の仕方を確かめました
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町の話題 皆さまからの身近な情報をお待ちしています。

伝統芸能を学び、継承する
明和小学校「伝統芸能発表会」

書家・五十嵐天宗さんから只見高校へ
書「闘志」を寄贈

地域住民の人権を守る
人権擁護委員に渡部早苗さん

　明和地区に伝わる伝統芸能の練習や発表を通じて、地域との交流や文化の継承、「只見愛を育む教育」
の実現を目的とした明和小学校の「伝統芸能発表会」が３月１７日に行われ、地域や保護者の方が参観
に訪れました。
　発表会では、「大倉八木節」（１、２年生）、「小林早乙女踊り」（３年生）、「梁取神楽」（４年生）が披露
され、会場から大きな拍手が送られました。
　発表会終了後には、練習や着付けなどでお世話になった地域の方々に感謝状とメダルが贈られました。

　会津若松市の書家・五十嵐天宗さんは、
４月８日に只見高校を訪問し、自身の書
「闘志」を寄贈しました。
　五十嵐さんは「只見ナインの戦う姿に感
動しました。自分に何かできることはない
かと思い、またこれからも只見高校が羽ば
たけるようにとの思いから書かせてもらい
ました」と話しました。
　寄贈を受けた只見高校の伊藤校長は「奮
い立つものが感じられます。大切に飾って
いきます」と話しました。

　渡部早苗さん（小川）が、令和４年４月１日付けにて法務大臣から人
権擁護委員に委嘱されました。
　人権擁護委員は、人権相談会開催や人権に関する啓発活動を行うなど
日々の問題解決に向けて取り組む民間のボランティアです。
　今後は只見町担当として、角田行雄さん（小林）、鈴木美穂さん（只見）
と一緒に活動されます。

▲書を寄贈した五十嵐さん（左）、目黒後援会長（中）、伊藤校長（右）
　（写真提供：福島民報社）

▲4月１日より人権擁護委員に委嘱さ
れた渡部早苗さん

▲１、２年生が真剣な表情で演じた「大倉八木節」▲オオトリを飾った３年生の「小林早乙女踊り」 ▲４年生が元気に披露した「梁取神楽」
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朝日診療所　医師　山
やま

並
なみ

　寛
ひろ

明
あき

広報ただみ診療所

　皆さまこんにちは。4月から常勤医として朝日診療所に着任しました山並寛明と申します。出
身は宮城ですが、家庭医療を深く学ぼうと福島にやって参りました。（福島には「地域・家庭医
療学講座」という、医大を母体とする医師のネットワークがあり、所属者で定期的に診療能力の
向上を様々な角度から図る勉強会を行うなど、家庭医として研鑽を積む環境が整っています。森
先生、若山先生もその講座に所属しています）昨年度は福島市で勤務し、今年度から満を持して
（？）只見町勤務です。
　医師としては7年目になりましたが、診療所で働くのは初めての経験です。病院で内科的な入
院を主に診ていたのに比べると、朝日診療所の業務は外来（外傷やお子さんなどの対応を含む）・
入院のほか、訪問診療、介護福祉関係者との提携、地域保健活動など、仕事の区切りがなく地域
の医療に包括的に携わっていく形になると思います。若輩者ですが、若山先生・森先生、地域の
スタッフそして皆さまに教えられながら、少しでも早く仕事がこなせるように慣れていきたいで
す。まずは地域の皆さまの名前を覚えることに時間をいただきそうです。
　趣味は電車やバス、自転車で出歩くことです。只見にも只見線に乗って参りました。全線開通
したら改めて乗ってみたいです。車は10年近くペーパードライバーでした。5月以降SUBARU
のXVがのろのろと走っていましたらお手柔らかにお願いします。こちらに来てからは幸い良い
天気が続いており、伊南川と山並みの見せる自然に癒されています。機会があれば癒しの森の散
策などにも参加してみたいです。只見の冬は今から心配しております。
　町でもし見かけたらお気軽に声をかけて下さると嬉しいです。これからどうぞよろしくお願い
いたします。

　豪雪を体験しながら「移住定住支援協力隊」の仕事をして３年、私は只見に来て見渡すかぎり
真っ白な雪景色が大好きになりました。特に今年は、働く除雪車にくぎづけ。雪が積もる日は人
が寝静まるころ出動、春は子供たちが早く校庭で遊べるように排雪。只見の生活は、いつも見え
ないところで誰かに支えられているのだと節々で感じます。
　この５月には協力隊の任期満了を迎えます。私の主な業務は空き家対策で、空き家バンクの運
営や利活用の相談対応、広報を通じた啓発などを担当しました。全国的な課題でもある空き家問
題、町としての対策を模索しながら試行錯誤の日々でしたが、これまでの活動が一人でも多くの
方の考えるきっかけとなり、実際に対策に踏み出すための一歩につながっていたのであれば嬉し
く思います。なお、只見町の空き家対策はこれからも続きます。地域創生課には引き続き相談の
窓口がありますので気になることがあればどうぞお訪ねください。
　この原稿を書く４月現在、実はまだ今後の方向性を決めていません。「なんだってのんびりし
てんなぁ」という心配の声を背に、先のことは退任してからじねんと考えていこうなどと思って
いる所なのですが、これまで関わってくださったすべての方の元へ直接お伺いしてお話しするこ
とは叶いませんので、この場をお借りして一旦ご挨拶とさせてください。
　３年間本当にありがとうございました。

地域おこし協力隊として Vol.89
空き家対策はこれからも続きます

移住定住支援協力隊　今
いま

関
ぜき

　真
ま

貴
き
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み
な
さ
ん
、
最
近
只
見
線
に
乗

っ
た
の
は
い
つ
だ
っ
た
か
思
い
出

せ
ま
す
か
。

　

も
し
か
し
た
ら
、
ず
い
ぶ
ん
前

に
乗
っ
た
き
り
、
乗
っ
て
い
な
い

人
も
多
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
ま

だ
只
見
線
に
乗
っ
た
こ
と
が
な
い

人
も
結
構
い
ら
っ
し
ゃ
る
の
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。

　

現
在
只
見
駅
に
は
小
出
行
き
が

一
日
三
本
到
着
し
、
会
津
若
松
行

き
の
代
行
バ
ス
が
一
日
七
本
会
津

川
口
駅
ま
で
行
き
、
会
津
川
口
駅

か
ら
の
列
車
に
接
続
で
き
る
よ
う

運
行
し
て
い
ま
す
。

　

私
は
二
〇
一
九
年
の
秋
か
ら
、

只
見
線
の
定
期
列
車
の
中
で
お
も

て
な
し
と
し
て
観
光
案
内
と
車
内

販
売
を
行
っ
て
い
ま
す
。
区
間
は

会
津
柳
津
駅
と
会
津
川
口
駅
の
間

で
、
一
日
一
往
復
、
毎
週
土
日
と

祝
日
に
乗
車
し
て
い
ま
す
。
乗
っ

て
い
ら
っ
し
ゃ
る
方
は
観
光
で
訪

れ
る
方
が
ほ
と
ん
ど
で
す
が
、
と

き
ど
き
只
見
町
の
人
と
車
内
で
お

会
い
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
車
内
販
売
の
仕
事
は
、
福

島
県
只
見
線
再
開
準
備
室
と
只
見

線
沿
線
市
町
で
構
成
さ
れ
て
い
る

「
只
見
線
利
活
用
推
進
協
議
会
」

が
策
定
し
た
「
只
見
線
利
活
用
推

進
計
画
」
と
い
う
計
画
の
下
、
只

見
線
の
観
光
路
線
化
を
推
進
す
る

た
め
の
実
証
事
業
と
し
て
実
施
し

て
い
ま
す
。

　

な
ぜ
私
が
現
在
こ
の
仕
事
を
し

て
い
る
の
か
、
少
し
昔
に
戻
っ
て

お
話
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

二
〇
一
一
年
夏
、
只
見
町
の
人

に
と
っ
て
記
憶
に
新
し
い
新
潟
・

福
島
豪
雨
災
害
が
発
生
し
て
か
ら
、

今
年
で
十
一
年
が
た
ち
ま
す
。
そ

の
当
時
も
只
見
線
は
秘
境
の
ロ
ー

カ
ル
線
と
し
て
旅
行
会
社
の
ツ
ア

ー
が
組
ま
れ
、
大
手
の
新
聞
で
も

紹
介
さ
れ
る
な
ど
し
て
い
ま
し
た
。

ま
た
二
〇
〇
一
年
に
は
只
見
線
に

Ｓ
Ｌ
が
復
活
し
、
年
に
数
回
の
運

行
日
に
は
、
車
で
追
い
か
け
て
い

く
つ
も
の
撮
影
場
所
で
ベ
ス
ト
シ

ョ
ッ
ト
を
撮
影
す
る
た
め
の
「
追

っ
か
け
」
の
車
で
渋
滞
す
る
よ
う

な
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。

　

Ｓ
Ｌ
が
走
る
際
、
終
点
で
あ
り

始
点
だ
っ
た
只
見
駅
で
は
、
Ｓ
Ｌ

運
行
に
合
わ
せ
、
ち
び
っ
子
駅
長

が
実
際
の
駅
長
と
同
じ
制
服
を
着

て
乗
客
の
皆
さ
ん
を
お
出
迎
え
し

て
く
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
運
行
に

必
要
や
石
炭
や
水
を
補
給
す
る
た

め
の
作
業
が
行
わ
れ
、
会
津
若
松

方
面
へ
方
向
転
換
す
る
た
め
に
、

転
車
台
を
動
か
す
作
業
を
体
験
で

き
る
Ｓ
Ｌ
の
転
車
作
業
体
験
が
行

わ
れ
、
一
大
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
に

ぎ
わ
っ
て
い
ま
し
た
。

　

水
害
以
前
の
平
成
時
代
は
、
観

光
に
関
わ
る
人
た
ち
に
と
っ
て
只

見
線
は
「
Ｓ
Ｌ
が
来
れ
ば
お
祭
り
」

の
よ
う
な
存
在
で
し
た
が
、
奥
会

津
で
暮
ら
す
ほ
と
ん
ど
の
人
に
と

っ
て
は
走
っ
て
い
て
当
た
り
前
、

只
見
線
地
域
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
　
酒さ

か

井い

　
治は

る

子こ

み
ん
な
の
只
見
線

空
気
を
運
ん
で
い
る
時
代
遅
れ
の

ロ
ー
カ
ル
線
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
が

あ
っ
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。

　

私
に
と
っ
て
十
一
年
前
の
二
〇

一
一
年
七
月
二
十
三
日
、
二
十
四

日
、
只
見
線
全
通
四
十
周
年
を
記

念
す
る
特
別
列
車
が
只
見
駅
に
来

た
日
の
こ
と
は
忘
れ
ら
れ
ま
せ
ん
。

次
男
が
生
ま
れ
た
ば
か
り
で
ま
だ

産
屋
が
明
け
な
い
中
、
只
見
線
の

記
念
日
を
お
祝
い
し
て
い
る
ム
ー

ド
に
包
ま
れ
た
只
見
駅
に
行
っ
た

と
き
に
、
全
通
四
十
年
と
い
う
歴

史
を
感
じ
た
瞬
間
で
し
た
。

　

そ
の
一
週
間
後
、
只
見
町
だ
け

で
な
く
只
見
川
沿
い
の
町
村
が
被

害
を
受
け
た
水
害
に
よ
り
、
只
見

線
は
橋
梁
や
線
路
の
流
失
な
ど
大

き
な
被
害
を
受
け
、
当
た
り
前
に

走
っ
て
く
る
と
思
っ
て
い
た
列
車

が
只
見
駅
か
ら
姿
を
消
し
、
駅
の

窓
口
が
閉
じ
ら
れ
ま
し
た
。
只
見

駅
に
再
び
列
車
が
帰
っ
て
き
た
の

は
、
一
年
二
か
月
後
の
二
〇
一
二

年
十
月
一
日
の
こ
と
で
し
た
。

�

（
次
号
に
続
く
）

「
あ
た
り
ま
え
の
風
景
が
突
然
消
え
た
日
」
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町
民
文
芸

只
見
短
歌
会　
令
和
四
年
四
月
詠
草

�

馬
場　

八
智

我
が
仮
の
佛
壇
に
友
は
娘こ

の
好
み
居
し
餅
供
へ
く
る
る
も

�

新
国
由
紀
子

戦
争
な
ん
か
し
な
い
で
な
か
よ
く
ジ
ャ
ン
ケ
ン
で
遊
べ
ば
いい
の
に
と
幼
な
孫
言
ふ

�

目
黒　

富
子

灰
撒
き
て
雪
解
け
う
な
が
す
庭
内
に
我
の
大
事
な
水
仙
の
有
り

�
関
谷
登
美
子

春
彼
岸
思
ひ
巡
り
し
雪
解
け
の
花
壇
の
隅
に
福
寿
草
見
ゆ

�

渡
部
ヨ
リ
子

欠
か
さ
ず
に
日
記
付
け
ゐ
る
夫
の
そ
ば
我
も
書
か
む
と
ペ
ン
を
取
り
出
す

�

新
国　

洋
子

な
が
病
め
る
我
に
と
孫
嫁
花
大
き
ピ
ン
ク
の
石
楠
花
窓
際
に
置
く

�

（
出
詠
順
）

只
見
俳
句
会　
四
月
定
例
会	

日
高
俊
平
太　

指
導

�

真
理
子

の
ん
び
り
と
雪
解
川
見
る
村
湯
か
な

薫
風
や
笑
う
親
子
の
肩
車

�

紺　

青

潤
い
て
色
生
ま
れ
た
る
春
の
水

春
の
夜
や
山
を
見
て
い
る
月
明
か
り

�

妙　

子

春
寒
の
目
覚
め
に
願
う
平
和
か
な

春
雨
や
さ
ざ
え
堂
め
ぐ
り
て
御
朱
印
を

�

恒　

夫

友
は
逝
く
峡
の
雪
解
の
音
を
聴
き

言
霊
の
森
に
ひ
び
く
よ
春
の
雪

�

礼　

啓
蟄
や
雪
屏
に
耳
近
づ
け
て

春
光
や
川
巾
満
た
す
ダ
ム
の
川

�

一　

穂

添
寝
し
て
ふ
ん
張
る
足
や
春
の
闇

シ
ル
バ
ー
カ
ー
曾
孫
と
歩
調
春
の
道

�

修　

一

戦
争
と
一
緒
に
来
た
る
春
一
番

雪
折
れ
の
樹
木
の
下
に
墓
一
つ

�

信　

秩
父
路
に
汽
笛
響
い
て
春
来
た
る

コ
ロ
ナ
禍
に
桜
見
る
人
み
な
優
し

�

都　

友
逝
き
て
や
た
ら
会
え
た
し
入
り
彼
岸

学
校
の
隅
々
見
え
て
春
休
み

�

一　

恵

「
疲
れ
た
ね
」
が
挨
拶
と
な
り
雪
明
け
る

雪
壁
に
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
を
君
見
て
ま
す
か
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総務課　
　総務係　財政係	☎82－5210
地域創生課　
　創生企画係
　ユネスコエコパーク推進係
	 ☎82－5220
町民生活課
　税　務　係	 ☎82－5110
　町　民　係	 ☎82－5100
保健福祉課
　保　健　係	 ☎84－7005
　福　祉　係	 ☎84－7010
農林建設課
　農　林　係	 ☎82－5230
　建　設　係	 ☎82－5270
観光商工課
　観光係　商工係	☎82－5240
会　計　室	 ☎82－5120
議会事務局	 ☎82－5300
農業委員会	 ☎82－5230
教育委員会	 ☎82－5320
学校給食センター	☎84－7180
只見保育所	 ☎82－2219
朝日保育所	 ☎84－2038
明和保育所	 ☎86－2249
朝日診療所	 ☎84－2221
（歯科）	 ☎84－2612
こぶし苑	 ☎84－2101
只見振興センター	☎82－2141
朝日振興センター	☎84－2111
明和振興センター	☎86－2111

電話番号

税

今
月
の
納
期

５
月
25
日
ま
で
に

　
　
　
　
　

納
め
ま
し
ょ
う

●
軽
自
動
車
税
（
全
期
）

●
農
集
排
使
用
料
（
５
月
分
）

令
和
５
年
度
只
見
町
職
員
（
大
学

卒
程
度
）（
資
格
免
許
職
）（
短
大
卒

程
度
・
高
専
卒
程
度
）
採
用
候
補

者
試
験
を
行
い
ま
す

只
見
町
新
規
職
員

試
　
験

人
　
事

一
、
試
験
職
種
及
び
採
用
予
定
人
員

【
大
学
卒
程
度
】　　

○
一
般
事
務　
　
　

若
干
名

○
土
木　
　
　
　
　

若
干
名

○
建
築　
　
　
　
　

若
干
名

【
資
格
免
許
職
】

○
保
健
師　
　
　
　

若
干
名

○
看
護
師　
　
　
　

若
干
名

【
短
大
卒
程
度
・
高
専
卒
程
度
】

○
土
木　
　
　
　
　

若
干
名

○
建
築　
　
　
　
　

若
干
名

二
、
受
験
資
格
（
学
歴
不
問
）

【
大
学
卒
程
度
】

○
一
般
事
務
・
土
木
・
建
築

昭
和
57
年
４
月
２
日
か
ら
平
成
13
年
４

月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
者
で
、
土

木
・
建
築
職
に
お
い
て
は
、
無
資
格
も

し
く
は
未
経
験
の
方
は
、
採
用
後
、
一

般
財
団
法
人
ふ
く
し
ま
市
町
村
支
援
機

構
に
お
い
て
、
数
年
間
専
門
的
な
技
術

の
習
得
が
で
き
る
者

【
資
格
免
許
職
】

○
保
健
師
・
看
護
師

昭
和
47
年
４
月
２
日
以
降
に
生
ま
れ
た

者
で
、
保
健
師（
保
健
婦
）・
看
護
師（
看

護
婦
）
の
免
許
を
有
す
る
者
、
又
は
令

和
５
年
３
月
末
ま
で
に
資
格
取
得
見
込

み
の
者

【
短
大
卒
程
度
・
高
専
卒
程
度
】

○
土
木
・
建
築

昭
和
57
年
４
月
２
日
か
ら
平
成
15
年
４

月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
者
で
、
無
資

格
も
し
く
は
未
経
験
の
方
は
、
採
用
後
、

一
般
財
団
法
人
ふ
く
し
ま
市
町
村
支
援

機
構
に
お
い
て
、
数
年
間
専
門
的
な
技

術
の
習
得
が
で
き
る
者

三
、
試
験
の
方
法

【
第
一
次
試
験
】

　

教
養
試
験
（
大
卒
卒
程
度
）
及
び
事
務

適
性
検
査
・
性
格
特
性
検
査
・
職
場
適
応

性
検
査

※
大
学
卒
程
度
（
一
般
事
務
・
土
木
・
建

築
）、資
格
免
許
職（
保
健
師
）は
、こ
の

他
に
専
門
試
験
が
あ
り
ま
す
。

【
第
二
次
試
験
】（
一
次
試
験
合
格
者
）

　

小
論
文
・
面
接
に
よ
る
試
験

四
、
第
一
次
試
験
の
日
時
、
会
場

▽
日
時

　

令
和
４
年
７
月
10
日（
日
）

　

午
前
９
時
受
付
～
午
後
５
時

※
試
験
内
容
に
よ
り
終
了
時
間
は
異
な
り

ま
す
。

▽
場
所

　

福
島
大
学
（
福
島
市
金
谷
川
１
番
地
）

五
、
発
　
表

　

役
場
掲
示
板
に
合
格
者
受
験
番
号
を
掲

示
す
る
ほ
か
、
本
人
に
通
知
し
ま
す
。

六
、
採
　
用

　

合
格
者
は
採
用
候
補
者
名
簿
に
登
載
さ

れ
成
績
順
に
町
長
が
採
用
者
を
決
定
し
ま

す
。（
名
簿
の
有
効
期
間
は
一
年
間
）

七
、
受
験
手
続
及
び
受
付
期
間

　

申
込
用
紙
は
総
務
課
及
び
朝
日
・
明
和

振
興
セ
ン
タ
ー
で
交
付
し
ま
す
。（
郵
送

に
よ
る
場
合
は
、
総
務
課
宛
に
１
２
０
円

切
手
を
貼
っ
た
自
分
宛
の
返
信
封
筒
角
二

号
を
添
付
す
る
こ
と
）

▽
受
付
期
間

令
和
４
年
５
月
11
日
か
ら
６
月
10
日
ま

で
（
郵
送
に
よ
る
場
合
は
、
６
月
８
日

ま
で
の
消
印
有
効
）

◯
お
問
合
せ
先

　

只
見
町
役
場
総
務
課
総
務
係

　

☎
０
２
４
１
－
82
－
５
２
１
０

●
福
島
県
派
遣
職
員
（
４
月
１
日
付
）

▽
保
健
福
祉
課

　

保
健
係

　
　
　

上
杉　

綾
乃
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町長スケ
ジュール
〈4月分〉

　

只
見
町
は
、
令
和
４
年
４
月
１
日

付
け
で
「
日
本
非
核
宣
言
自
治
体
協

議
会
」
に
加
入
し
ま
し
た
。

　

日
本
非
核
宣
言
自
治
体
協
議
会

は
、
１
９
８
４
年
に
広
島
県
府
中
町

で
設
立
さ
れ
ま
し
た
。
設
立
の
趣
旨

は
「
核
戦
争
か
ら
生
命
と
く
ら
し
を

守
り
、
世
界
恒
久
平
和
の
実
現
に
寄

与
す
る
こ
と
が
自
治
体
に
課
せ
ら
れ

た
重
大
な
使
命
。
宣
言
自
治
体
が
互

い
に
手
を
結
び
あ
い
、
核
兵
器
の
廃

絶
と
恒
久
平
和
の
実
現
を
世
界
の
自

治
体
に
呼
び
か
け
、
そ
の
輪
を
広
げ

る
た
め
に
努
力
す
る
」
と
い
う
も
の

で
し
た
。
現
在
、
全
国
で
３
０
０
を

超
え
る
自
治
体
が
参
加
し
て
お
り
、

総
会
や
研
修
会
の
ほ
か
、
さ
ま
ざ
ま

な
平
和
事
業
な
ど
を
通
し
て
設
立
の

趣
旨
の
実
現
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　

只
見
町
の
協
議
会
へ
の
加
入
は
、

福
島
県
内
で
７
番
目
に
な
り
ま
す
。

な
お
、平
成
11
年
に
只
見
町
議
会
が
、

非
核
宣
言
を
し
て
い
ま
す
。

「
日
本
非
核
宣
言
　
　

　
自
治
体
協
議
会
」に

　
　
加
入
し
ま
し
た

町
長
か
ら

�

只
見
町
長
　
渡
部
　
勇
夫

◆
「
子
ど
も
の
読
書
活
動
の
推
進
に
関
す
る
法
律
」

と
い
う
の
が
あ
り
ま
す
。

　

こ
れ
は
文
字
通
り
子
ど
も
の
読
書
活
動
を
推
進

し
よ
う
と
す
る
も
の
で
す
。

　

こ
の
ほ
ど
明
和
小
学
校
が
「
令
和
４
年
度
子
供

の
読
書
活
動
優
秀
実
践
校
」
と
し
て
文
部
科
学
大

臣
表
彰
を
受
賞
し
ま
し
た
。
大
変
素
晴
ら
し
い
こ

と
で
あ
り
、
誠
に
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

読
む
力
は
学
ぶ
た
め
の
基
本
で
す
。
校
長
先
生

を
は
じ
め
、
ご
指
導
頂
い
て
い
る
す
べ
て
の
先
生

方
に
敬
意
を
表
す
る
と
と
も
に
、
お
礼
申
し
上
げ

ま
す
。
そ
し
て
児
童
生
徒
の
皆
さ
ん
、
こ
れ
か
ら

も
継
続
し
て
く
だ
さ
い
ね
。

　

本
当
に
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

◆
先
月
、
内
堀
福
島
県
知
事
が
只
見
町
に
来
ら
れ
、

「
モ
ノ
と
く
ら
し
の
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム（
大
倉
）」
を

視
察
さ
れ
ま
し
た
。

　

知
事
は
ゼ
ン
マ
イ
採
取
の
折
に
着
用
し
た
「
く

も
っ
け
つ
」
や
伐
採
し
た
木
材
を
搬
出
す
る
際
に

使
用
し
た
「
が
ん
た
」
を
手
に
取
ら
れ
ご
質
問
さ

れ
る
な
ど
、
大
変
熱
心
に
ご
覧
頂
き
ま
し
た
。

　

な
お
、
正
式
オ
ー
プ
ン
は
７
月
下
旬
で
す
。

◆
今
月
号
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
「
雪
上
間
伐
運
搬
体

験
」
に
私
も
参
加
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。

　

紙
谷
先
生
（
ブ
ナ
セ
ン
タ
ー
館
長
・
薪
エ
ネ
ル

ギ
ー
推
進
室
特
命
参
与
）
の
ご
指
導
の
下
、
安
全

面
に
十
分
気
を
つ
け
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

私
が
驚
い
た
の
は
地
元
の
方
々
ば
か
り
で
な
く

他
県
の
方
々
や
大
学
生
な
ど
の
自
主
的
な
参
加
が

多
く
あ
っ
た
こ
と
で
す
。
改
め
て
関
心
の
高
さ
を

感
じ
ま
し
た
。

　

深
沢
区
長
様
は
じ
め
参
加
さ
れ
た
す
べ
て
の
皆

様
と
関
係
者
、
ス
タ
ッ
フ
の
皆
様
に
心
か
ら
感
謝

申
し
上
げ
ま
す
。

　１日　朝日診療所医師辞令交付式、町職員辞令交
付式、定例庁議（新型コロナウイルス対策
本部会議、豪雪対策本部会議）、南会津地
方環境衛生組合及び西部クリーンセンター
辞令交付式（下郷町、南会津町）、町小中学
校教職員着任あいさつ、只見町消防団辞令
交付式

　４日　南会津農林事務所長着任あいさつ、㈱ニッ
コクトラスト東日本北海道支社長新年度あ
いさつ、只見町有害鳥獣捕獲隊編成式、南
会津建設事務所長他新年度あいさつ

　５日　県立只見高等学校長及び教頭着任あいさつ、
町内駐在所職員新年度あいさつ、福島県生
活環境部只見線再開通準備室主幹他新年度
あいさつ、南会津教育事務所長着任あいさ
つ、南会津地方振興局長着任あいさつ

　６日　明和小学校入学式、只見中学校入学式
　７日　ＪＲ坂下駅長着任あいさつ、㈱季の郷湯ら

里全体会、南会津森林管理署支署長着任あ
いさつ

　８日　会津総合開発協議会役員会（会津若松市）
１１日　県立只見高等学校入学式、只見町山村教育

留学生対面式、南会津警察署長着任あいさ
つ、臨時庁議（新型コロナウイルス対策本
部会議、豪雪対策本部会議）

１２日　福島県町村会長新年度あいさつ
１３日　只見町建設業協会新年度あいさつ、福島県

知事との意見交換、電源開発㈱田子倉電力
所長あいさつ

１５日　電源開発㈱東日本支店職員あいさつ、阿賀
川河川事務所長新年度あいさつ、只見特産
㈱社長来庁、只見町ブナセンター雪上伐採
イベント

１７日　明和自治振興会委員会総会
１８日　只見特産㈱取締役会
１９日　福島県水道協会理事会
２０日　議会４月会議
２１日　国道２５２号あいよし橋雪崩流出現場視察
２２日　町政報告会
２５日　薪エネルギー活用先進地調査（鮫川村）
２６日　只見町鳥獣被害対策協議会、深沢温泉整備

にかかる勉強会
２７日　只見中学校１年生キャリア教育学習町長講

和、福島県生活環境部長他着任あいさつ
２８日　只見線利用促進実行委員会、ふくしま市町

村支援機構副理事長他あいさつ、国道２５
２号あいよし橋雪崩流出等に係る南会津地
方対策本部会議

２９日　会津医療センター漢方科医師来庁
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町民
憲章

１、ゆたかな緑ときれいな水をまもり美しい町をつくりましょう
１、互いに助け合い親切をつくし楽しい町をつくりましょう
１、産業をおこしみんなで働ける豊かな町をつくりましょう
１、教養を深め心と体をきたえ文化の町をつくりましょう
１、きまりを守り良い風習を育て住みよい町をつくりましょう

▽
ご
入
学
さ
れ
た
皆
さ
ん
、
お
め
で

と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
新
た
な
生
活
に

は
慣
れ
た
で
し
ょ
う
か
。
新
生
活
を

精
一
杯
満
喫
し
て
く
だ
さ
い
。

▽
今
年
も
町
内
の
桜
が
綺
麗
で
し
た
。

桜
と
残
雪
と
鯉
の
ぼ
り
が
同
時
に
見

る
こ
と
が
で
き
る
の
は
全
国
で
も
珍

し
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

▽
広
報
担
当
３
年
目
に
な
り
ま
し

た
。
至
ら
な
い
点
も
あ
る
か
と
思
い

ま
す
が
、
引
き
続
き
よ
ろ
し
く
お
願

い
し
ま
す
。

�

（
小
林
）

あ
と
が
き

明和振興センター
図書紹介

明和振興センター図書室
☎86－2111

★同志少女よ、敵を撃て

★ことばのかたち

逢坂冬馬（早川書房）
　1942年、独ソ戦のさ
なか、モスクワ近郊の村に
住む狩りの名手セラフィマ
の暮らしは、突如奪われる。
日常と家族を奪った敵に復
讐をはたすべく、中央女性
狙撃訓練学校で、一流の狙
撃兵になることを決意した
セラフィマ。同じような境
遇で家族を喪い、戦うこと

おーなり由子（講談社）
　わたしの話すことばは、
どんなかたちや色をして
いるだろう…。ベストセ
ラー『幸福な質問』のお
ーなり由子が紡ぐ詩と絵
の本。もしも話すことば
が目に見えたら―――こ
とばの使い方は変わるだ

を選んだ仲間たちとともに訓練を重ねながら、や
がてセラフィマは、赤軍女性狙撃小隊の一員とし
てスターリングラードの前線へ向かうことに──。
　今だからこそ読むべき文学。2022年本屋
大賞受賞作品です。

ろうか？　ベストセラー『幸福な質問』（新潮社）
や「ハオハオ」「あめふりりんちゃん」などの作
詞でも知られる、おーなり由子が、日々の言葉
の向こう側にある風景を詩のように描く「こと
ばと絵の本」。この本を読んだ後、大人も子ども
も、きっと言葉の使い方が変わります。

転入　２３　転出　５２　出生　１　死亡　７

令和４年４月１日現在
人　　口　３，８５８（－３５）
　 男 　　１，８９８（－１５）
　 女 　　１，９６０（－２０）
世 帯 数　１，５７０（－１８）
高齢化率　　　　　４８．４％

※高齢化率とは、６５歳以上の人が人口に占める割合です。

※「町民の消息」欄に掲載を希望されない方は、
　届出のときにその旨をお伝えください。

（3月26日～4月25日届出分）敬称略

■おくやみ申し上げます
渡　部　美　康　　97歳　　舘ノ川
五十嵐　英　美　　76歳　　楢　戸
鈴　木　雪　子　　84歳　　只　見
菅　家　政　子　　56歳　　布　沢

☆明和振興センターではリクエストも随時受付しています
ので、ぜひご利用ください。
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森の四季Vol.145

※
こ
の
広
報
紙
は
再
生
紙
を
使
用
し
て
い
ま
す

※
環
境
に
や
さ
し
い
大
豆
油
イ
ン
キ
を
使
用
し
て
い
ま
す

℡0241（72）8355

■発行／只見町　〒968-0421 福島県南会津郡只見町大字只見字町下2591-30
■編集／総務課総務係　https://www.town.tadami.lg. jp/　☎ 0241（82）5210

　只見町ブナセンターでは、下記の観察会を開催します。詳しくは、只見町ブナセンター
（TEL0241－72－8355）までお問い合わせください。

観察会「春から初夏の野鳥」
日　時：5月29日（日）、6月26日（日）9：00～12：00
場　所：恵みの森、只見湖・新田沢
参加費：高校生以上400円、小・中学生300円
　　　　町内在住の小・中学生、高校生100円

只見町ブナセンターからのお知らせ

▲ジムグリの幼体。只見町に生息する本種は、黒
紋が発達せず、図鑑に載っている典型的な体色
とは異なる

▲成体の頭部。アオダイショウやシマヘビと比較
して、目が小さい。このつぶらな瞳がチャーム
ポイントである

　ジムグリは、北海道、本州、四国、九州および離島に分布する日本固有のヘビで、主
に森林に生息します。平野部でも見られるものの、山地に多いことが知られています。
成体は地味な褐色のヘビですが、幼体は鮮やかな赤が美しいヘビです。また、腹面は特
徴的な市松模様をしており、この特徴から元禄蛇と呼ばれることもあります。
　漢字で「地潜り」と書く通り、地中に潜るのが得意なヘビです。主に小型のモグラ類
や地中で繁殖を行うネズミ類を捕食すると考えられています。頭部が小さくて頸部がく
びれず、上顎の先端部が下顎を覆うようにせり出すといった地中に潜るのに適した形態
を持ちます。
　只見町では、シマヘビとアオダイショウに次いで目にする機会が多いヘビです。生息
地となる森林の面積が広いためであると考えられます。一方、全国的には宅地造成や太
陽光発電施設の設置による生息環境の破壊により減少傾向にあることが知られています。

ジムグリ　（学名：Euprepiophis conspicillatus）� （文　吉岡義雄）

【有鱗目ナミヘビ科】

只見高校甲子園出場へご支援いただき

ありがとうございました !
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只見高校甲子園出場へご支援いただき

ありがとうございました !

2022 月号

広報

令和4年5月10日

5
別 冊

只見高校甲子園出場へご支援いただき

ありがとうございました !



　
「
福
島
県
立
只
見
高
校
の
甲
子

園
出
場
を
応
援
す
る
た
め
の
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
」
に
多
く
の
ご
賛
同
を

い
た
だ
き
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。

　

お
か
げ
さ
ま
を
も
ち
ま
し
て
、

支
援
人
数
５
５
１
人
、
寄
付
金
額

は
１
２
７
４
万
４
８
２
円
と
な
り

ま
し
た
。

　

皆
様
か
ら
の
ご
支
援
に
深
く
感

謝
い
た
し
ま
す
。

　

今
回
い
た
だ
き
ま
し
た
ご
支
援

に
つ
い
て
は
、今
後
の
野
球
部
の
活

動
な
ど
に
有
効
活
用
い
た
し
ま
す
。

　

以
下
ご
支
援
を
い
た
だ
い
た
方
の

ご
紹
介
を
い
た
し
ま
す
。

○
お
申
込
書
、
ま
た
は
お
申
込
フ
ォ

ー
ム
に
記
入
い
た
だ
い
た
お
名
前

（
敬
称
略
）で
掲
載
し
て
お
り
ま
す
。

○
お
申
し
込
み
時
に
公
開
を
希
望

さ
れ
た
方
の
み
ご
紹
介
し
て
お
り

ま
す
。

○
個
人
情
報
保
護
の
た
め
、
お
名
前

の
み
の
掲
載
と
し
て
お
り
ま
す
。

○
今
回
の
寄
附
に
関
す
る
お
問
合
せ

に
つ
き
ま
し
て
は
、
只
見
町
地
域

創
生
課
創
生
企
画
係
（
☎
82
－
５

２
２
０
）ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

○
有
限
会
社　

河
内
屋
商
店

　

代
表
取
締
役　

山
内 

拓
也

○
第
１
回
ス
パ
イ
ク
ボ
ー
ル
湘
南
ビ
ー
チ

　

大
会
運
営
ス
タ
ッ
フ　

佐
藤 

太
一

○
南
会
津
地
方
広
域
市
町
村
圏
組
合

　

有
志
一
同

○
会
津
乗
合
自
動
車
株
式
会
社

　

会
津
ト
ラ
ベ
ル
サ
ー
ビ
ス
株
式
会
社

○
会
津
電
力
株
式
会
社

　

代
表
取
締
役
社
長　

磯
部 

英
世

○
み
や
ぎ
会
津
会　

会
長　

須
佐 

尚
康

○
只
見
町
布
沢
地
区
移
住
者
有
志

　

有
志
代
表　

松
崎 

顕

○
只
見
写
真
愛
好
会

　
「
只
見
大
好
き
写
真
展
」
準
備
委
員
会

　

一
同　

代
表　

猪
又 

か
じ
子

○
会
津
ブ
ラ
ン
ド
馬
肉 
さ
く
ら
の
会

○
有
限
会
社　

勝
栄
製
作
所

○
ば
ん
だ
い
東
洋
建
設
株
式
会
社

　

代
表
取
締
役　

相
原 

清
司

○
株
式
会
社　

共
生

○
鮫
川
村
長　

関
根 

政
雄



山
口　

慶
子

栗
原　

義
一

府
川　

英
史

菅
家　

広
三

坂
本　

精
一

安
藤　

瑞
子

髙
橋
シ
ヅ
子

岩
渕　

邦
雄

重
井　

規
江

安
藤　
　

亮

乙
黒
麻
衣
子

嶋
田　

絵
里

八
木
橋
憲
行

山
内　
　

鼎

五
十
嵐
敬
一

齋
藤　

悠
輔

中
野　

敏
徳

赤
塚　

康
志

目
黒　

俊
介

山
口　

邦
子

川
上　
　

功

遠
藤　

文
隆

星　
　

珠
世

星　
　

勇
夫

高
階　

康
宏

三
瓶　

孝
明

鈴
木　

香
菜

中
林
真
一
郎

酒
井　

盛
光

○
両
沼
地
方
町
村
会

　

会
長　

湯
川
村
長　

三
澤 

豊
隆

○
株
式
会
社　

松
本
組

○
北
日
本
グ
ル
ー
プ　

有
志
一
同

○
金
山
町　

金
山
町
議
会

松
清　

智
洋

西
原　

真
理

山
内　

裕
正

田
巻　

史
子

船
木　
　

愛

松
山　

正
史

長
谷
部
隆
夫

坂
口
さ
ち
子

山
本　

千
佳

五
十
嵐
典
矢

鈴
木　

昭
弘

高
野
嘉
津
夫

横
山　

邦
彦

小
澤　

一
嘉

山
下　

晃
範

柴
田　

一
勉

向
中
野
勇
司

目
黒　

正
保

小
沼　

義
範

星　
　

貴
樹

新
國　
　

拡

藤
木　

雄
次

横
山　

翔
平

酒
井　

広
志

木
植　

里
江

重
石　
　

稔

瀬
谷　

幸
巨

植
村　

正
和

山
内　

秀
征

小
沼　
　

昇

塚
本　

国
広

河
内　

友
和

荒
井　

伸
吉

吉
田
美
智
男

目
黒　
　

正

佐
々
木
正
春

鈴
木　

倖
子

渡
部　

由
嗣

會
澤
早
智
子

渡
邊　

大
海

鈴
木
多
嘉
子

大
関　

正
徳

中
村
真
由
美

嘉
山　

宣
子

長
谷
川
信
子

佐
藤　

幸
一

阿
久
津
研
二

原　
　
　

啓

菅
家　

大
和

佐
藤　

正
子

宍
戸　

正
行

中
島　

宏
和

伊
藤　

大
輔

木
津　

智
之

遠
藤　

耕
市

横
山　

勝
則

柳
川　

民
江

府
川　

幸
子

菅
家　

芳
作

菅
家　

芳
助

鈴
木　

宏
幸

星　
　

祐
樹

星　
　

光
喜

齋
藤　
　

一

渡
部　

一
樹

長
谷
部
孝
行

星　
　

晴
博

柳
沼　

光
子

佐
藤　

雄
平

秋
澤
千
保
子

大
森　

勝
寿

長
谷
部
英
樹

新
國　
　

悟

佐
藤　

純
子

羽
田　
　

泉

倉
持　
　

慎

野
中
慎
太
郎

國
定　

俊
彦

陣
野
満
里
奈

平
山　
　

聡

馬
場　
　

楓

渡
部　

哲
哉

五
十
嵐
日
菜

小
野　

裕
一

矢
部　

俊
一

手
代
木
洋
一

岩
渕　

秀
隆

長
崎　

羊
子

田
村　
　

聡

渡
邊　

広
三

市
川　

春
美

目
黒　

寿
人

渡
部　

公
栄

松
本　

庸
之

鈴
木　

祥
晃

押
田
奈
美
子

柳
谷　

千
代

星　

タ
カ
子

青
木　

陽
子

高
津　

創
一

廣
川　

尚
彦

國
分　

孝
子

木
原
真
由
美

田
部　

遼
介

篠
木　
　

弘

三
瓶　

清
志

　
　
　

や
え

酒
井　

文
高

佐
藤　
　

孝

横
山　

儀
巳

白
井
千
鶴
子

佐
藤　

勇
人

成
田　

悠
樹

谷
米　

惠
子

小
久
保　

勉

星　
　

真
葵

仙
波　

新
英

大
藪　

琢
也

大
澤　
　

允

堀
金　

一
雄

今
泉　

豊
光

堀
籠　

精
夫

荒
深　
　

誠

荒
深　

秀
子

横
山
い
つ
子

沼
田　
　

明

落
合　

宏
朗

瀬
田　

千
春

鈴
木　

孝
啓

大
堀　

拓
哉

大
谷　

英
明

加
藤　

貴
司

布
沢　
　

剛

菅
家　
　

伸

栗
田　

征
武

福
田　

佑
太

野
里　

悦
子

菅
家　
　

裕

斎
藤　
　

寛

鈴
木　

雅
志

小
牧　
　

洋

平
野　

美
保

渡
部　

雅
勝

間
島　

一
浩

三
瓶　

芳
美

三
瓶　

舞
香

鈴
木
美
智
子

仲
野　

雅
幸

熊
田　

大
輔

木
村　

智
彦

森
田　

茂
賀

八
島　
　

修

佐
藤　

範
明

川
島　

典
子

菅
家　

洋
也

横
山　

章
夫

平　
　

和
敏

早
坂　

美
希

小
林　

吉
男

永
瀬　

隆
雄

重
井　

文
博

菅
家　

誠
志

鈴
木　

有
起

横
山　

文
哉

小
杉　

和
孝

長
谷
川　

昭

吉
津　

ゆ
き

山
本　

英
門

近
藤　

秀
伸

横
山
絵
理
奈

鈴
木　

香
菜

波
多
野
三
郎

山
内　
　

久

小
野
木　

太



▶
柏
市
役
所
に
掲
示
さ
れ
た
懸
垂
幕

　只見高校野球部の甲子園出場決定後、ふるさと交流都市・千葉県柏市では、応援幕の掲示や
柏駅前大型モニターでの応援動画の公開、柏市内の約１０箇所で応援募金箱の設置が行われる
など、様々な形でたくさんの方に応援していただきました。

▲柏駅前では太田柏市長のメッセージとともに応援動画が公開されました

○只見高校は会津の、いや福島の誇りです。
　がんばっせよ！応援してっから！
○故郷の高校の甲子園出場、夢のようです。頑張ってくだ
さい。
○同じ会津地区の誇りです。精一杯、最後の１球まで全力
で元気にプレーしてきてください。応援しています。
○出身地である只見町、そして母校を誇りに思います。

▲ふるさと交流協会の皆さんから届けられた応援幕が、アルプススタンドに
　掲示されました

○感激しました。感動しました。素晴らしいチームでした。
○高校生の活躍に元気をもらいました。ありがとうござい
ました。

○みんなの笑顔が素敵だった。涙がとまらなかったよ。　
会津男子よ、感動ありがとう！只見最高！！

○本当に本当に感動をありがとうございました！
○只見高校の１点は福島の人々に勇気と感動を与えてくれ
ました！

▲只見写真愛好会「只見大好き写真展」準備委員会の
皆さんからも応援が届きました

応援してくださった皆様、本当にありがとうございました !

たくさんの応援と感謝が届きました !

ふるさと交流都市・千葉県柏市からも
只見高校への応援が届きました !
ふるさと交流都市・千葉県柏市からも
只見高校への応援が届きました !


